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を
可決

前年度より
プラス21億1900万円（10.4％）
新庁舎建設などの大型事業で

平成27年度 一般会計当初予算
224億8,500万円 平

成
27
年

第
１
回
定
例
会

平
成
27
年

第
１
回
定
例
会

平
成
27
年

第
１
回
定
例
会

庁舎建設事業
防災行政無線統合整備事業
消防本部等建設事業
消防デジタル無線整備事業
健康づくり推進事業

24億6,837万円
11億7,412万円
２億0,095万円
２億0,574万円

369万円

住宅新築資金等貸付事業
国東自動車学校
国民健康保険事業
介護保険事業
介護サービス事業
後期高齢者医療事業
簡易水道事業
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
浄化槽設置事業
工業用水事業 （収益的支出+資本的支出）
市民病院事業 （収益的支出+資本的支出）

（17.3％）
（8.2％）
（10.1％）
（1.3％）

（△11.4％）
（△1.9％）
（15.4％）
（6.4％）
（3.9％）

 （△17.7％）
（15.6％）
（1.5％）

 （△23.6％）

116万円
6,997万円

50億3,826万円
38億8,704万円
2億8,630万円
4億4,023万円
6億1,400万円
2億7,870万円
7億2,860万円
3,940万円
370万円

3,476万円
42億2,632万円

一般会計補正額
補正後予算総額

7,021万円
210億5,430万円

＊いずれの金額とも１万円未満は四捨五入

　

会
期
は
３
月
11
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
の
17
日
間
。

　

初
日
に
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
、

条
例
制
定
議
案
な
ど
51
件
及
び
３
月
12
日
に
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
１
件
を
上
程
。一
般
質
問
は
３
月
12
日
、
13
日
に
行
わ
れ
、７
人
の
議
員
が
登

壇
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
、条
例
改
正
案
な
ど
３
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、議
員
発
議
と
し
て
条
例

改
正
案
１
件
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

平成27年度一般会計当初予算は、「第２次国東市総合計画」基本目標達成の
ための３つの重点戦略プロジェクト、「地元力充実プロジェクト」「定住力促
進プロジェクト」「新活力創出プロジェクト」に基づいて編成されました。
歳出の主な事業は次のとおりです。

地元力充実プロジェクト ― 福祉・安全・子育て ―

― 出会い・移住・担い手 ―

― 新産業・賑わい・観光 ―

総合収納システム運用事業
新規就農者研修支援事業
青年就農給付金事業
地域おこし協力隊

2,384万円
300万円

2,262万円
2,012万円

定住力促進プロジェクト

七島イ生産体制整備促進事業
国東産オリーブＰＲ事業
ほだ木造成緊急支援事業
有害鳥獣捕獲事業
新・観光交流事業

426万円
176万円
600万円

7,146万円
600万円

３月定例会のあらまし
新活力創出プロジェクト

（カッコ内は前年度比増減）平成27年度 特別会計当初予算

補正予算（平成26年度）

国東市議会だより 38号 2



平
成
27
年

第
１
回
定
例
会

国の緊急経済対策を受け入れ、地方創生に向けて効率の高い事業
（18事業）を先行実施します。

消費喚起、生活支援型事業
□消費喚起プレミアム商品券事業 【8,400万円】

地方創生　先行型事業
ＵＩＪターン支援
□総合戦略策定事業 【108万2千円】

しごと支援
□食品産業地域連携推進事業 【1,000万円】

□がんばれ子育て住宅新築・購入補助金事業
　　　　　　　　　　　　　　【1,000万円】

観光振興
□宇佐国東半島文化観光促進事業
　　　　　　　　　　　　　【165万3千円】

□新・観光交流事業 【480万円】

まちづくり小規模集落
□誇りと活力ある地域おこし事業 
　　　　　　　　　　　　　　　【322万円】

創業支援と販路開拓
□セトルゴプロジェクト（定住・起業支援政策）
　事業 【2,052万円】

□広域連携アンテナショップ事業 
　　　　　　　　　　　　　　【1,563万円】

□国東市周遊促進事業 【1,000万円】

□子ども医療費助成事業 【1,209万6千円】

□定住促進空き家活用事業 【900万円】

□移住・定住・交流推進支援事業 【454万7千円】

地方創生事業に２億９９６万円

１冊あたり10,000円の商品券（12,000円相当・
プレミアム率20％）を40,000冊発行。

第２次総合計画に基づき「国東市まち・ひと・しご
と創生総合戦略」を策定。

市外からの移住者促進のため空き家改修費や家
財の処分費用などを補助。

市外からの移住者促進のための移住フェアや移
住体験ツアー、ＰＲ事業。

市内の食品加工事業所が生産性の向上と作業効
率の改善のため機械設備を導入する際に助成。

国東半島地域内の連携市町村とともに、福岡市内
にアンテナショップを設置。

市内に住宅を新築・購入する子育て世帯（18歳未
満の子どもがいる世帯）に、対象となる子ども１
人につき10万円を補助。

首都圏の若者に国東市内での事業化へのプレゼ
ンを行い、意欲ある者をスカウトし、県・市・民間
企業のサポート体制で事業スタートのハードル
を下げる。

一定の条件を満たす国東市ツアーを企画した旅
行業者への助成など。

未就学児までの入院・通院・歯科の医療費と小中
学生の入院費用を一部負担。

宇佐神宮を一番礼所とし新たな31礼所巡りのバ
ス試行運行と六郷満山のＰＲ。

体験プログラム「おだやか博」の実施、さ吉くんバ
スの運行。

□まちづくり公募補助金 【198万円】
自主的、自発的に公益活動を行う団体に対しての
補助金。

旧小学校区単位の協議会が実施する地域振興策
に対しての交付金。

少子化対策
□婚活応援事業 【250万円】
市内独身者の出会いや婚活を支援。

□芸術のまちづくり事業 【403万4千円】
国東半島芸術祭の各作品の維持管理やほかのイ
ベントと連携した「国東市アートマンス」を開催。

□さ吉くん子育てクーポン助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　【359万円】
市の保育サービス事業と医療機関での予防接種
事業にクーポンによる保護者負担の軽減。

□地域に根ざした演劇事業 【1,100万8千円】
国東市と協定を結んでいる青年座映画放送株式
会社の協力のもと、国東市を題材にした演劇を制
作し、地域の有志を主体とした公演を開催。

国東市議会だより 38号3



　

庁
舎
建
設
費
の
減
額
（
△
８
１
８
２
万

円
）の
理
由
と
工
事
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
。

　

新
庁
舎
の
本
体
工
事
は
、
平
成
26
年
度
、

27
年
度
の
２
カ
年
の
工
事
で
、
建
築
主
体

工
事
、
電
気
設
備
工
事
、
機
械
設
備
工
事

の
３
つ
の
工
事
に
分
け
て
発
注
を
い
た
し

ま
し
た
。
入
札
結
果
で
す
が
、
建
築
主
体

工
事
で
は
95
％
、
そ
れ
か
ら
電
気
設
備
、

機
械
設
備
工
事
は
そ
れ
ぞ
れ
90
％
の
入
札

価
格
で
し
た
。
そ
れ
で
、
本
年
度
分
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。

　

工
事
の
進
捗
状
況
で
す
が
、
工
事
は
計

画
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
２

月
末
に
は
、
基
礎
工
事
が
完
了
し
、
３
月

に
は
１
階
の
床
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
が

で
き
上
が
る
予
定
で
す
。
８
月
中
旬
、
お

盆
頃
に
は
建
物
の
全
体
像
が
見
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
市
報
で
随
時
お

　

国
東
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
地
域
型
保
育
事
業
の

利
用
者
負
担
の
額
等
必
要
な
事
項
に
関
し
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

国
東
市
放
置
自
動
車
の
発
生
の
防
止
及

び
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

公
共
施
設
等
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車
の
処
理

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
公
共
施
設
等
の
機
能
を
速
や
か
に
回
復
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
美
観
の
保
持
お
よ
び
安

全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

国
東
市
介
護
者
手
当
支
給
条
例
の
一
部

改
正

　

こ
れ
ま
で
要
介
護
度
４
以
上
と
認
定
さ
れ
て

１
年
間
経
過
し
た
人
を
介
護
す
る
人
に
支
払
わ

れ
て
い
た
介
護
手
当
を
、
認
定
さ
れ
れ
ば
支
給

さ
れ
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

国
東
市
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の

一
部
改
正

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
の
額
な

ど
を
改
正
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
園
児
１
人
に
つ

い
て
月
額
４
５
０
０
円
で
し
た
が
、
３
つ
の
階

層
に
分
け
て
０
円
、
３
０
０
０
円
、
４
５
０
０

円
と
定
め
ら
れ
ま
す
。

主 

な 

議 

案

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑
は
３
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

《 
条　

例 

》

一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
平
成
26
年
度
）

A Q
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知
ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
使
用
料
（
24
万
円
）
と
市
営

住
宅
使
用
料
等
（
１
千
38
万
円
）
の
債
権

放
棄
理
由
は
。

　

簡
易
水
道
使
用
料
の
債
権
放
棄
理
由
は
、

平
成
25
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
国
東

市
債
権
管
理
条
例
第
14
条
に
基
づ
き
、
現

在
簡
易
水
道
の
使
用
を
中
止
し
て
い
る
債

権
の
う
ち
、
時
効
が
完
成
し
今
後
も
回
収

が
不
可
能
と
判
断
し
た
債
権
14
件
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
居
所
不
明
者

３
件
、
自
己
破
産
等
に
よ
り
免
責
決
定
者

５
件
、
市
外
在
住
者
で
少
額
の
者
３
件
、

生
活
困
窮
者
２
件
、
本
人
死
亡
の
者
１
件
。

　

市
営
住
宅
使
用
料
な
ど
15
件
の
放
棄
理

由
は
、
こ
れ
ま
で
住
宅
使
用
料
の
滞
納
債

権
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
以
前
か
ら
債

権
の
中
身
が
精
査
さ
れ
ず
に
毎
年
の
よ
う

に
積
み
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
収
入
未
済
額
の
発
生
の

防
止
と
発
生
後
の
回
収
体
制
を
統
一
的
な

基
準
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
市
の
債
権
の

適
正
な
管
理
を
資
す
る
目
的
で
「
債
権
管

理
条
例
」
を
制
定
し
、
こ
の
「
債
権
管
理

条
例
」
に
基
づ
い
て
債
権
放
棄
を
行
い
ま

し
た
。
内
訳
は
、
居
所
不
明
者
２
件
、
連

絡
不
通
者
３
件
、
本
人
死
亡
の
者
２
件
、

生
活
困
窮
者
２
件
、
そ
の
他
徴
収
困
難
で

時
効
が
完
成
し
て
い
る
者
６
件
で
す
。

　

路
線
バ
ス
利
用
促
進
事
業
（
地
域
協
働

推
進
事
業
）（
△
６
０
０
万
円
）
の
減
額
の

理
由
は
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
国
東

観
光
バ
ス
が
販
売
し
て
い
る
３
０
０
０
円

の
回
数
乗
車
券
を
購
入
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、
１
冊
３
０
０
０
円
分
の
回
数
乗
車
券

を
市
か
ら
差
し
上
げ
る
取
り
組
み
で
す
。

　

啓
発
の
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配
布
し
ま
し

た
が
、
実
績
が
伸
び
ず
、
認
知
を
さ
れ
て

い
な
い
方
が
多
い
と
判
断
し
、
路
線
バ
ス

が
走
る
地
域
に
職
員
が
訪
問
し
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

２
月
末
で
の
利
用
実
績
で
す
が
、
３
９

５
冊
相
当
、
金
額
に
し
ま
す
と
１
１
８
万

６
０
０
０
円
で
す
。

　

定
期
予
防
接
種
委
託
料
（
△
８
０
０
万

円
）、
乳
幼
児
任
意
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助

成
金
（
△
３
５
０
万
円
）
の
減
額
は
。
接

種
率
向
上
の
努
力
は
。

　

当
初
予
算
で
は
集
団
接
種
か
ら
個
別
接

種
に
移
行
す
る
こ
と
を
勘
案
し
な
が
ら
、

突
発
的
な
感
染
症
な
ど
の
流
行
も
考
え
て

予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　

接
種
率
で
す
が
、
個
別
接
種
に
移
行
し

た
こ
と
も
影
響
し
て
全
体
的
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
職
員
、
保
健
師
、
看
護
師
の
研

修
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
該
当
者
へ
の
通

知
の
ほ
か
医
療
機
関
へ
の
事
務
説
明
や
研

修
会
を
実
施
し
、
教
育
委
員
会
を
通
じ
て

校
長
会
な
ど
で
周
知
を
図
り
、
学
校
や
幼

保
育
園
に
も
協
力
を
依
頼
し
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。

議
案
質
疑

A Q

A Q

A Q

建設中の市役所新庁舎（４月14日撮影）
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企
業
立
地
促
進
条
例
雇
用
助
成
金
（
△

１
０
０
０
万
円
）
の
減
額
の
理
由
は
。

　

雇
用
助
成
金
は
、
５
０
０
０
万
円
以
上

の
設
備
投
資
を
行
い
、
か
つ
市
内
在
住
の

新
規
雇
用
者
５
人
以
上
を
雇
用
す
る
立
地

企
業
に
対
し
て
雇
用
者
数
に
対
し
て
一
人

当
た
り
50
万
円
を
上
限
１
５
０
０
万
円
と

し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

助
成
対
象
企
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

初
の
計
画
で
は
、
平
成
26
年
１
月
に
工
場

が
完
成
し
、
２
月
に
稼
働
予
定
で
し
た
が
、

工
場
の
設
備
投
資
や
設
計
内
容
の
変
更
に

よ
り
、
計
画
が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
平

成
26
年
度
内
の
助
成
金
の
交
付
が
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
の
減
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

　

国
東
市
特
定
教
育
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
近
隣
の
市

町
村
と
の
金
額
差
は
。

　

利
用
者
負
担
額
は
、
国
の
額
の
７
割
か

ら
７
割
５
分
の
額
を
基
準
に
近
隣
自
治
体

の
状
況
、
さ
ら
に
、
市
の
財
政
負
担
を
考

慮
し
た
結
果
で
す
。

　

国
東
市
放
置
自
動
車
の
発
生
の
防
止
及

び
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
現
状
の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

　

大
分
県
内
で
は
、
大
分
市
、
日
田
市
、

由
布
市
そ
れ
か
ら
大
分
県
が
条
例
を
制
定

し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
放
置
自
動
車

の
案
件
と
し
て
８
件
確
認
し
て
い
ま
す
。

市
が
管
理
す
る
敷
地
内
に
放
置
さ
れ
た
も

の
が
６
件
で
す
。
５
件
に
つ
い
て
は
警
察

と
の
連
携
で
撤
去
で
き
る
状
況
で
す
が
、

１
件
は
車
体
番
号
等
を
確
認
し
て
撤
去
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。

　

今
回
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
現

在
解
決
で
き
て
い
な
い
放
置
車
両
に
つ
い

て
は
、今
後
、勧
告
、命
令
を
行
っ
て
い
き
、

撤
去
に
向
け
て
動
く
こ
と
が
出
来
る
と
い

う
こ
と
で
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
災
行
政
無
線
統
合
整
備
工
事
の
大
幅

な
減
額
（
△
２
億
９
０
５
４
万
円
５
千
円
）

の
理
由
は
。

　

防
災
行
政
無
線
統
合
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
災
害
時
等
の
緊
急
時
に
お
け

る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝
達
手
段
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度

に
調
査
設
計
業
務
を
実
施
し
、
事
業
に
着

手
い
た
し
ま
し
た
。
事
業
の
目
的
上
、
か

な
り
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
事
業
を

遂
行
し
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
概
算
に
よ
る

額
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨

年
５
月
中
旬
に
実
施
設
計
が
完
成
し
、
内

容
を
精
査
し
な
が
ら
事
業
費
を
抑
え
る
形

で
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

後
、
一
般
競
争
入
札
に
お
い
て
、
26
年
度

事
業
分
の
差
額
２
億
９
０
５
４
万
５
千
円

を
減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。
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純
固
定
資
産
税
の
減
額
（
△
９
４
０
万

円
）
の
理
由
は
。

　

平
成
27
年
度
は
、
土
地
家
屋
に
つ
い
て

３
年
に
一
度
の
評
価
替
え
を
行
い
ま
す
。

土
地
は
鑑
定
価
格
が
依
然
下
落
し
て
お
り
、

家
屋
は
新
増
築
も
見
込
ん
で
い
ま
す
が
経

年
減
価
が
大
き
な
要
因
で
、
減
少
見
込
み

と
な
り
ま
す
。

　

杵
築
駅
舎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
設
備
等
整

備
事
業
負
担
金
（
５
８
３
万
３
千
円
）
の

具
体
的
な
内
容
は
。

　

概
算
事
業
費
１
億
７
５
０
０
万
円
で
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
、
障
が
い
者
対
応
ト
イ

レ
を
平
成
27
年
度
工
事
で
設
置
し
ま
す
。

地
元
自
治
体
の
負
担
金
５
８
３
３
万
３
千

円
の
う
ち
、
杵
築
市
と
協
議
し
て
、
10
分

の
１
を
国
東
市
が
負
担
し
ま
す
。

　

小
規
模
集
落
対
策
補
助
金
（
２
０
０
万

円
）
は
、
３
年
限
度
で
不
安
は
な
い
か
。　

ま
た
、
す
で
に
別
の
事
業
で
助
成
を
受
け
て

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

も
、こ
の
補
助
金
に
乗
り
換
え
ら
れ
る
の
か
。

　

交
付
期
間
内
に
地
域
の
体
制
を
整
え
、

自
立
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
域

バ
ラ
ン
ス
や
財
政
的
に
も
、
多
く
の
新
し

い
地
域
に
制
度
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

助
成
終
了
後
は
乗
り
換
え
と
い
う
よ
り
自

立
的
な
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
記
念
品
（
７
５

０
万
円
）
で
、
お
礼
の
品
の
種
類
、
質
の

向
上
と
Ｐ
Ｒ
は
。

　

現
在
33
品
の
お
礼
の
品
を
、
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
農
産
物
、
工
芸
、

陶
芸
品
、
ホ
テ
ル
宿
泊
券
な
ど
約
40
品
を

追
加
す
る
計
画
で
す
。

　

Ｐ
Ｒ
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
大
手
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
で
、
国
東
市
に
寄
附

し
た
い
と
思
わ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま

す
。
ま
た
、
６
月
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
支
払

い
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
、議
長
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会

（
木
田
憲
治
委
員
長
）を
設
置
し
、審
議
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
す
べ
て
原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
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新
規
作
物
導
入
（
オ
リ
ー
ブ
）
事
業
補

助
金（
１
０
２
万
５
千
円
）の
事
業
内
容
は
。

　

オ
リ
ー
ブ
を
栽
培
す
る
農
家
に
、
苗
木

助
成
１
０
０
０
本
×
４
０
０
円
の
40
万
円

（
３
ha
分
）、
密
植
解
消
に
つ
い
て
の
助
成

金
は
10
ａ
当
た
り
12
万
５
千
円
の
62
万
５

千
円
（
50
ａ
分
）
の
予
算
措
置
で
す
。

　

防
災
行
政
無
線
統
合
整
備
工
事
（
11
億

５
４
１
１
万
２
千
円
）
で
、
戸
別
受
信
局
整

備
の
申
し
込
み
状
況
は
。
ま
た
、
申
し
込
み

を
し
て
い
な
い
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

３
月
20
日
現
在
、
６
９
５
０
件
ほ
ど
、

約
60
％
の
設
置
申
込
書
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
未
提
出
の
皆
さ
ん
に
は
、
区
長
か

ら
区
集
会
な
ど
で
周
知
し
て
も
ら
う
ほ
か
、

４
月
の
市
報
で
戸
別
受
信
局
申
し
込
み
忘

れ
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。

　

総
合
収
納
シ
ス
テ
ム
運
用
事
業
（
２
３
８

４
万
４
千
円
）
で
納
付
書
印
刷
・
封
入
作
業

を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
と
あ
る
が
、
委

託
先
は
ど
の
よ
う
な
業
者
か
。
ま
た
、
市
内

業
者
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

納
付
書
印
刷
・
裁
断
・
封
入
封
緘
を
一

連
の
作
業
と
し
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
対

応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

電
算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・
運
用
保
守
業
者

で
し
か
対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
が
４
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
基
金
残
高
は
。

　

社
会
福
祉
基
金
６
０
０
０
万
円
、
地
域

福
祉
基
金
７
３
３
０
万
５
千
円
、
基
本
財

産
１
０
０
０
万
円
で
、
こ
れ
は
年
度
当
初

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

施
設
整
備
積
立
金
６
５
７
万
２
０
９
７

円
は
、
昨
年
７
月
に
全
額
を
取
り
崩
し
、

国
東
支
所
と
国
見
支
所
の
非
常
照
明
改
修

工
事
や
空
調
設
備
改
修
工
事
の
費
用
に
充

て
ま
し
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
委
託
料
（
５

３
０
５
万
９
千
円
）
に
つ
い
て
、
市
独
自

加
算
額
は
登
録
児
童
数
に
よ
っ
て
額
が
決

め
ら
れ
る
が
、
利
用
状
況
な
ど
の
実
績
確

認
は
。

　

毎
月
提
出
さ
れ
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
活

動
状
況
報
告
書
に
よ
り
、
年
間
の
平
均
児

童
数
を
把
握
し
、
前
年
度
実
績
に
よ
り
本

年
度
の
運
営
費
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
費
（
５
億
８
千
万
円
）
に
つ

い
て
、
受
給
者
は
増
加
し
て
い
る
の
に
昨

年
度
と
同
額
で
あ
る
が
、
予
算
額
の
算
定

方
法
は
。
ま
た
自
立
し
生
活
保
護
か
ら
脱

却
し
た
人
数
は
。

　

過
去
の
実
績
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
、

大
変
厳
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

度
と
同
額
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
26
年
度
に
自
立
し
た
人
は
、
17
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人
で
、
就
労
に
よ
る
者
２
人
、
収
入
の
増

加
に
よ
る
者
４
人
、
社
会
保
障
給
付
金
の

取
得
に
よ
る
者
４
人
、
身
内
な
ど
の
援
助

や
引
取
り
、
遺
産
の
取
得
な
ど
が
７
人
で

す
。

　

ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
料
（
７
５
８

７
万
６
千
円
）
を
４
８
２
万
８
千
円
増
額

し
た
理
由
は
。

　

４
年
間
の
委
託
契
約
を
行
う
に
あ
た
り
、

５
年
前
と
比
較
し
て
人
件
費
、
車
両
維
持

費
や
燃
料
の
価
格
が
上
昇
し
た
た
め
で
す
。

　

学
力
向
上
推
進
事
業
（
２
０
２
万
５
千

円
）
が
、
前
年
度
予
算
の
50
％
以
下
に
な

っ
て
い
る
理
由
は
。

　

前
年
度
、
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
た

「
中
学
校
学
び
塾
」
を
毎
週
水
曜
日
と
土
曜

日
に
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
土
曜
日

は
社
会
教
育
補
助
事
業
（
協
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
）
で
経
費
負
担
を
し
た
た
め
経

費
が
２
分
の
１
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

農
業
公
社
補
助
金
（
２
３
１
３
万
２
千

円
）
に
つ
い
て
、
内
訳
、
請
負
依
頼
数
は
。

事
業
所
の
な
い
国
東
、
武
蔵
の
人
も
対
応

で
き
る
の
か
。

　

内
訳
は
、
人
件
費
２
２
８
１
万
８
千
円
、

オ
リ
ー
ブ
苗
の
育
成
推
進
費
31
万
４
千
円

で
す
。

　

25
年
度
の
作
業
受
託
件
数
は
、
麦
刈
り
・

脱
穀
13
件
、
耕
運
42
件
、
荒
あ
け
・
代
か

き
61
件
、
田
植
え
70
件
、
稲
刈
り
・
脱
穀

１
１
５
件
、
大
豆
刈
取
り
29
件
、
水
稲
防

除
73
件
、
ヘ
リ
防
除
（
水
稲
）
３
９
８
件
、

ヘ
リ
防
除
（
麦
）
8
件
、
合
計
８
０
９
件

で
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
の
な
い
国
東
分
に
つ
い

て
は
、国
見
事
業
所
、武
蔵
分
に
つ
い
て
は
、

安
岐
事
業
所
が
受
託
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

名
樹
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
委
託
料
（
２

５
０
万
円
）
に
つ
い
て
、
事
業
の
中
身
は
。

　

大
分
県
指
定
「
特
別
保
護
樹
木
」
を
樹

木
医
に
よ
り
、
診
断
・
治
療
、
樹
木
の
根

茎
保
護
の
た
め
の
進
入
防
止
柵
な
ど
、
１

カ
所
に
つ
き
１
回
実
施
し
ま
す
。
市
内
４

カ
所
の
県
特
別
保
護
樹
木
は
、「
山
神
社
の

イ
チ
イ
ガ
シ
」・「
古
幡
社
の
ム
ク
ノ
キ
及

び
ケ
ン
ポ
ナ
シ
」（
国
見
町
）、「
文
殊
仙
寺

の
ケ
ヤ
キ
」（
国
東
町
）、「
椿
八
幡
神
社
の

ク
ス
ノ
キ
」（
武
蔵
町
）
の
５
本
で
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
捕
獲
報
償
費
（
有
害

鳥
獣
捕
獲
事
業
）（
７
１
４
６
万
円
）
で
ド

ロ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
の
導
入
は
あ
る
の
か
。

　

27
年
度
も
大
分
県
の
無
償
貸
与
が
あ
り

ま
す
。
市
猟
友
会
有
害
鳥
獣
駆
除
部
会
で

ド
ロ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
導
入
の
説
明
と
協
議
を

行
い
、
駆
除
部
会
か
ら
の
要
請
を
受
け
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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武蔵町三井寺にある椿八幡神社のクスノキ
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漁
港
建
設
費
の
う
ち
負
担
金
（
２
１
７

５
万
円
）
の
事
業
内
容
は
。

　

櫛
海
川
河
口
付
近
の
右
岸
側
の
石
積
堤

防
老
朽
化
対
策
工
事
と
、
竹
田
津
漁
港
の

可
動
橋
お
よ
び
隣
接
す
る
物
揚
場
の
改
良

工
事
で
す
。

　

観
光
案
内
板
等
設
置
工
事
（
１
０
０
万

円
）
と
観
光
施
設
整
備
工
事
（
１
５
５
８

万
１
千
円
）
の
内
訳
と
場
所
は
。

　

観
光
案
内
板
等
設
置
工
事
は
、
主
に
竹

田
津
港
の
観
光
看
板
設
置
で
す
。

　

ま
た
、
観
光
施
設
整
備
工
事
は
、
観
光

課
が
所
轄
す
る
指
定
管
理
施
設
の
維
持
補

修
費
で
す
。

　

宇
佐
国
東
半
島
文
化
観
光
促
進
事
業（
２

０
５
万
円
）
の
内
容
は
。

　

六
郷
満
山
寺
院
31
か
寺
巡
り
を
実
施
す

る
「
宇
佐
・
国
東
半
島
を
巡
る
会
」
の
事

業
費
負
担
金
（
豊
後
高
田
市
と
２
分
の
１

ず
つ
）
１
６
５
万
円
と
、「
六
郷
満
山
開
創

１
３
０
０
年
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
準
備
会
」

の
負
担
金
（
大
分
県
と
関
係
６
市
町
村
）

40
万
円
で
す
。

　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
事
業
委

託
料
（
２
３
２
９
万
９
千
円
）
は
、
ど
の

よ
う
な
団
体
に
委
託
す
る
の
か
。
ま
た
業

務
を
担
当
す
る
職
員
は
。

　

事
業
は
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
、
そ
の
業
務
を
担
う
職
員
を
「
地
域

支
え
合
い
推
進
員
」
と
し
て
４
人
配
置
し

ま
す
。
こ
の
推
進
員
の
資
格
や
要
件
に
定

め
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で
の
支
え
合
い

活
動
や
市
民
活
動
に
理
解
が
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
団
体
と
連
絡
調
整
が
で

き
る
職
員
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
費
分
担
金
（
20
万
４
千
円
）
に

つ
い
て
、
安
岐
処
理
区
の
現
在
の
接
続
率

は
。
ま
た
、
加
入
推
進
の
方
法
は
。

　

平
成
25
年
度
末
時
点
の
安
岐
処
理
区
の

下
水
道
接
続
率
は
72
・
７
％
（
市
全
体
で

は
73
・
３
％
）
で
す
。

　

接
続
推
進
の
方
法
は
、
市
報
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

接
続
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

指
定
工
事
店
に
よ
る
接
続
推
進
や
下
水
道

の
日
に
合
わ
せ
た
啓
発
幟
の
設
置
も
し
て

い
ま
す
。

A QA QA Q

A QA Q
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

安岐浄化センター

国東市議会だより 38号 10



特別措置法の施行で　　　　　
空き家条例はどうなるか

― 基本指針が示されたので、　　　　　　　　　
その内容について研究を進めている ―

秋國　良二 議員（市民クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

国
東
市
と
し
て
、
今
あ
る
適
正
管
理
条

例
に
対
し
て
、
特
別
措
置
法
を
受
け
て
今

後
ど
の
よ
う
に
条
例
を
考
え
て
い
く
か
。

総
務
課
長

　

施
行
さ
れ
た
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
で
は
、
固
定
資
産
税
の

課
税
情
報
を
照
合
可
能
に
す
る
こ
と
な
ど

も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
空
き
家
所
有
者
の

特
定
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
特
別
措
置

法
の
規
定
で
施
行
の
基
本
方
針
が
示
さ
れ

た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

行
政
代
執
行
を
含
む
老
朽
特
定
家
屋
に

対
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か

ら
６
カ
月
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。
併
せ

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
国
に
お
い
て
策
定
さ

れ
ま
す
。
５
月
末
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
精
査
し
た
上
で
空

き
家
の
解
決
に
向
け
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

国
東
市
の
適
正
管
理
条
例
は
、
国
の
指

針
を
加
え
て
今
後
変
え
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長

　

国
の
法
整
備
が
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
の
条
例
の
改
正
部
分
は
、
特
段
必
要
な

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
対
策
を

施
行
す
る
に
当
た
っ
て
、
実
務
の
部
分
で

規
定
や
計
画
を
作
り
な
が
ら
対
処
し
て
い

く
形
に
な
り
ま
す
。

　

行
政
代
執
行
は
、
国
も
別
の
法
律
で
動

い
て
い
る
部
分
に
な
り
ま
す
。
市
が
行
政

代
執
行
を
す
る
に
し
て
も
、
国
の
法
律
に

沿
っ
た
形
で
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員

　

（
配
布
し
た
危
険
空
き
家
の
隣
家
の
写

真
を
見
せ
な
が
ら
）
こ
の
写
真
を
見
て
、

市
長
は
ど
う
思
う
か
。

市
長

　

空
き
家
に
つ
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
色
ん
な
所
を
見
て
い
る
か

ら
。
現
実
に
う
ち
の
隣
に
も
そ
う
い
う
所

が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
危
険
だ
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

議
員

　

現
実
に
困
っ
て
い
る
人
に
、
自
然
災
害

と
同
じ
よ
う
な
対
策
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　

最
終
的
に
手
段
と
し
て
ど
う
す
る
か
と

い
う
部
分
は
、
公
費
を
つ
ぎ
込
ん
で
す
る

か
ど
う
か
な
ど
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
見

な
が
ら
手
順
を
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

　

自
然
災
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
ち
主

が
原
則
と
し
て
管
理
す
べ
き
責
任
が
あ
る

わ
け
で
す
。
急
傾
斜
の
場
合
も
全
て
を
工

事
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ

け
に
つ
い
て
は
手
を
出
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
ま
す
。

倒れかかる危険空き家に自己防衛

国東市議会だより 38号11



シカ捕獲に　　　　　　　　　
ドロップネットの導入検討を
― 有害鳥獣駆除部会と協議し、検討したい ―

宮永　英次 議員（市民改革クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

シ
カ
捕
獲
は
市
民
の
切
実
な
声
。
ド
ロ

ッ
プ
ネ
ッ
ト
の
導
入
を
検
討
で
き
な
い

か
。

林
業
水
産
課
長

　

市
と
し
て
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
部
会
と

協
議
し
、
使
用
に
対
し
て
前
向
き
な
意

見
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

ド
ロ
ッ
プ
ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

林
業
水
産
課
長

　

第
一
に
一
斉
捕
獲
が
可
能
で
あ
る
こ

と
。
第
二
に
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど

に
よ
り
映
像
配
信
、
遠
隔
操
作
に
よ
る
捕

獲
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
ほ
か
の

場
所
に
装
置
本
体
が
移
設
可
能
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

議
員

　

鳥
獣
保
護
法
の
改
正
で
夜
間
の
銃
の
使

用
が
可
能
と
あ
る
が
。

林
業
水
産
課
長

　

本
来
５
月
29
日
に
改
正
予
定
で
、
県
の

認
定
、
指
定
を
受
け
た
者
に
限
っ
て
、
有

害
鳥
獣
駆
除
と
い
う
部
分
で
夜
間
の
銃
の

使
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

議
員

　

撤
退
発
表
か
ら
40
日
余
り
。
そ
の
後
の

動
向
は
。

市
長

　

ま
だ
日
程
調
整
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
県
と
一
緒
に
ソ
ニ
ー
本
社
を
訪
問

し
、
存
続
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
形
で
も

い
い
か
ら
残
っ
て
も
ら
う
よ
う
要
請
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

人
口
減
、
空
き
家
対
策
、
耕
作
放
棄

地
、
担
い
手
不
足
な
ど
、
あ
ま
り
に
も
大

き
な
課
題
に
ど
う
道
筋
を
つ
け
て
い
く
の

か
。

政
策
企
画
課
長

　

国
は
昨
年
、
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創

生
法
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域

の
地
方
創
生
に
つ
い
て
の
効
果
的
な
取
り
組

み
に
対
し
、
国
が
新
型
の
交
付
金
を
交
付
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
国
東
市
に
お
い
て
は

新
年
度
に
市
長
を
本
部
長
と
す
る
推
進
本
部

を
設
置
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
総
合
戦

略
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

※
ド
ロ
ッ
プ
ネ
ッ
ト

　

主
に
シ
カ
を
捕
獲
対
象
と
し
た
自
動
落

下
装
置
で
、
幅
、
奥
行
18
㍍
、
高
さ
２
・

５
〜
３
㍍
に
ネ
ッ
ト
を
固
定
し
、
暗
視
カ

メ
ラ
か
ら
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

へ
映
像
配
信
、
監
視
が
可
能
で
、
餌
付
け

な
ど
に
よ
り
集
ま
っ
た
シ
カ
を
遠
隔
操
作

で
落
下
さ
せ
一
斉
捕
獲
す
る
仕
組
み

国見町櫛海地区に設置されたドロップネット

ソ
ニ
ー
閉
鎖
の
動
向
は

国
の
地
方
創
生
戦
略
に
市
と
し
て

ど
う
対
応
す
る
の
か

教育長
指揮・監督

教育委員長 教育委員

新「教育長」

参加

招集・参加

指揮・監督
教育委員（任期４年）
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教育制度改正に対する見解は
― 教育環境整備に全力で努力する ―

大谷　和義 議員（徳象会）一 /般 /質 /問

議
員

　

４
月
１
日
よ
り
教
育
委
員
会
制
度
が
変

わ
る
が
改
正
に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

市
長

　

わ
れ
わ
れ
で
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
全
力
を
挙
げ
て
努
力
し

ま
す
し
、
意
見
交
換
の
場
も
で
き
る
だ
け

多
く
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

議
員

　

改
正
に
よ
り
、
市
長
が
教
育
長
を
任
命

し
た
り
、
教
育
大
綱
の
策
定
や
総
合
教
育

会
議
を
市
長
が
主
催
す
る
が
見
解
は
。

総
務
課
長

　

市
長
と
教
育
委
員
会
と
の
関
係
は
、
対

等
な
立
場
で
あ
り
、
同
じ
方
向
を
向
い
て

の
教
育
行
政
の
方
向
性
を
定
め
る
と
い
う

よ
う
な
会
議
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

現
在
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
公
共
施
設
へ
の
設
置

状
況
お
よ
び
市
民
へ
の
周
知
状
況
は
。

消
防
長

　

市
内
49
カ
所
の
公
共
施
設
に
57
台
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
施
設
の
名
称

や
住
所
は
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

使
用
方
法
と
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

周
知
方
法
と
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
の
作

成
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

消
防
長

　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
記
載
、
専

用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ
の
作
成
、
市
の
広
報

紙
へ
の
特
集
を
組
ん
だ
掲
載
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
な
ど
も
活
用
し
、
広
く
住
民
に
周

知
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

24
時
間
使
用
で
き
る
市
内
の
施
設
は
あ

る
の
か
。

消
防
長

　

公
共
施
設
や
学
校
な
ど
は
、
夜
間
や
休

日
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、
最
近
で
は
屋

外
設
置
型
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
普
及
し
て
お
り
、

更
新
時
に
屋
外
型
に
変
更
で
き
る
か
協
議

を
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
現
状
と

課
題
、
問
題
点
は
。

福
祉
課
長

　

課
題
と
し
て
は
高
齢
化
の
進
行
や
独
居

老
人
世
帯
の
増
加
に
よ
り
訪
問
や
相
談
事

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

議
員

　

地
域
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

福
祉
課
長

　

事
務
局
を
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会

や
各
地
区
の
区
長
、
福
祉
課
、
地
域
市
民

健
康
課
な
ど
の
関
係
部
署
で
対
応
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〈教育委員会制度改革のイメージ〉
教育委員会 ＝ 執行機関

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
推
進
の
取
り
組
み
は

民
生
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
現
状

現
行
制
度

事
務
局首長

任
命

任
命

（委員兼務）
教育長教育長教育長

指揮・監督指揮・監督指揮・監督
教育委員長教育委員長教育委員長 教育委員教育委員教育委員

教育委員会 ＝ 執行機関

総合教育会議

改
革
後

事
務
局首長

いじめ対策、小中連携など
教育行政の基本方針を
首長主導で協議

任
命

（任期３年）
新「教育長」新「教育長」新「教育長」

参加参加参加

招集・参加招集・参加招集・参加

指揮・監督指揮・監督指揮・監督
教育委員（任期４年）教育委員（任期４年）教育委員（任期４年）
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国東市の新卒者への就職支援は

― 国東高校と連携をして増やしていく ―

後藤　貴志 議員（緑風会）一 /般 /質 /問

議
員

　

地
元
国
東
に
新
規
新
卒
者
に
対
す
る
就

職
支
援
定
住
促
進
と
市
内
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
り
、
人
口
減
少
の
中
、
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
も
図
っ
た
ほ
う
が
よ
い

と
思
わ
れ
る
が
、
国
東
市
と
し
て
は
、
今

後
取
り
組
む
予
定
は
あ
る
か
。

産
業
創
出
課
長

　

国
東
市
と
し
ま
し
て
は
、
３
月
末
に
開

設
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
活

用
し
ま
す
。
こ
れ
は
市
が
昨
年
５
月
に
設

立
し
た
地
域
商
社
で
あ
り
ま
す
「
産
業
創

出
機
構
」
と
合
同
で
開
設
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
し
て
い
く
世
代

が
無
理
な
く
国
東
市
で
子
ど
も
を
産
み
育

て
て
い
く
た
め
の
雇
用
創
出
の
場
を
作
っ

て
い
く
目
的
で
、
今
後
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

や
女
性
職
場
を
増
や
す
た
め
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
誘
致
し
ま
す
。
ま
た
第
１
次
産
業

へ
の
企
業
参
入
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

国
東
高
校
は
春
の
就
職
組
80
人
の
う
ち

約
20
人
し
か
地
元
に
残
っ
て
な
い
と
い
う

よ
う
な
現
状
も
、
進
路
指
導
の
先
生
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
。
市
内
に
求
人
が
な
い
わ

け
で
は
な
く
、
雇
用
条
件
や
本
人
の
適
正

な
ど
を
考
え
て
市
外
に
出
て
い
く
現
状
が

あ
る
と
い
う
ふ
う
に
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
東
高
校
と
も
連
携
し
て
、

市
内
の
企
業
と
の
情
報
収
集
な
ど
も
行
う

中
で
、
市
内
に
な
る
べ
く
多
く
の
高
校
生

が
就
職
を
し
て
残
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

体
温
計
や
血
圧
計
、
電
池
や
蛍
光
灯
な

ど
９
種
類
の
水
銀
含
有
製
品
も
２
０
２
０

年
ま
で
に
製
造
や
輸
出
を
禁
止
す
る
こ
の

条
約
を
踏
ま
え
て
、
国
東
市
の
関
連
施
設

に
あ
る
蛍
光
灯
と
水
銀
灯
を
交
換
し
て
い

く
予
定
は
あ
る
か
。

環
境
衛
生
課
長

　

国
東
町
の
弥
生
の
ム
ラ
は
平
成
23
年
度

の
事
業
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
、
建
て
替
え
て
い
る
本
庁
舎
や
消
防
施

設
に
つ
い
て
は
、
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
化
す

る
計
画
で
す
。

　

各
総
合
支
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
は

施
設
自
体
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
今
の
状

態
で
交
換
し
た
場
合
、
交
換
費
用
だ
け
で

１
台
が
２
万
円
弱
か
か
る
よ
う
な
状
況
で

す
の
で
、
施
設
の
残
っ
た
寿
命
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

た
だ
、
壊
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
な
が
ら
、
省
電
力

を
考
慮
し
て
い
こ
う
と
目
標
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
部
分
は
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

水
俣
条
約
に
向
け
て
環
境
対
策
は

水銀含有製品の蛍光灯
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ユネスコスクールの認定について

― 小中高連携しての取組みを検討する ―

野田　忠治 議員（新世会）一 /般 /質 /問

議
員

　

国
東
高
校
で
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の

認
定
に
向
け
て
検
討
、
作
業
を
進
め
て
い

る
が
、
今
後
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。
ま
た
、
市
内
小

中
学
校
の
認
定
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　

高
校
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
支

援
、
連
携
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
の
学
習
に
お
い

て
、
特
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
武
蔵

中
学
校
が
、
現
在
申
請
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

議
員

　

国
東
高
校
で
は
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
保
護
の

取
り
組
み
で
検
討
し
て
い
る
。
小
中
高
一

貫
し
た
テ
ー
マ
の
中
で
取
り
組
み
、
愛
郷

心
を
育
む
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
は
ど

う
か
。

教
育
長

　

地
域
と
結
び
つ
い
た
教
育
と
い
っ
た
観

点
か
ら
も
、
今
後
、
高
校
と
の
連
携
も
含

め
、
内
容
に
つ
い
て
も
高
校
と
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

議
員

　

学
力
向
上
も
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
国

東
市
の
風
土
文
化
を
誇
り
に
思
う
教
育
も

大
切
だ
と
思
う
。
教
育
委
員
会
と
市
長
部

局
が
連
携
し
て
、
小
中
高
連
携
し
た
取
り

組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

議
員

　

ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
金
を
活
用
し
た
サ
ッ
カ

ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
関
す
る
調
査
の
結

果
は
。
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

産
業
創
出
課
長

　

積
算
の
結
果
、
総
事
業
費
は
３
億
７
千

万
円
〜
４
億
７
千
万
円
で
、
そ
の
内
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
助
成
金
が
１
億
円
で
、
ま
た
、
経
済
波

及
効
果
は
年
間
１
億
４
千
万
円
〜
２
億
１
千

万
円
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
治
体
投
資

額
に
見
合
う
便
益
、
管
理
体
制
な
ど
の
検
討

も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
老
朽
化
が
進

む
な
か
、
助
成
金
が
受
け
ら
れ
有
効
で
あ

る
。
も
っ
と
積
極
的
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

産
業
創
出
課
長

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

期
待
、
要
望
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
十

分
承
知
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

２
０
１
９
年
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
が
大
分
で
開
催
さ
れ
、
２
０
２
０
年

に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。

陸
上
競
技
場
も
併
設
し
て
キ
ャ
ン
プ
、
合

宿
な
ど
を
誘
致
し
て
、
国
東
市
に
活
力
を

生
ん
で
い
く
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増

進
と
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
為
に
も
、
早
期
に

積
極
的
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

※
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

　

ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
①

地
球
規
模
の
問
題
に
対
す
る
国
連
シ
ス
テ
ム

の
理
解
、
②
人
権
、
民
主
主
義
の
理
解
と
促

進
、
③
異
文
化
理
解
、
④
環
境
教
育
、
と
い

っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
質
の
高
い
教
育
を

実
践
す
る
学
校
。
世
界
1
8
1
カ
国
の
国
・

地
域
で
9
6
3
3
校
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

が
あ
り
、
日
本
国
内
の
加
盟
校
数
は
、
平
成

26
年
4
月
時
点
7
0
5
校
で
、
１
カ
国
当
た

り
の
加
盟
校
数
と
し
て
は
、
世
界
最
大
と
な

っ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
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社会福祉の最前線　　　　　　
民生委員の定数は十分か

― 大分県の条例に従い世帯数により配置 ―

石川　泰也 議員（緑風会）一 /般 /質 /問

議
員

　

高
齢
化
が
進
み
孤
立
し
た
老
人
家
庭
が

増
え
て
い
る
、
担
当
地
域
の
世
帯
数
は
少

な
く
て
も
広
範
囲
で
独
居
老
人
の
割
合
が

多
く
苦
労
さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
の
方
も

い
ま
す
が
、
民
生
委
員
の
定
数
は
十
分
か
。

福
祉
課
長

　

大
分
県
の
条
例
に
よ
り
人
口
10
万
人
未

満
の
市
は
、
１
２
０
〜
２
８
０
世
帯
数
ご

と
に
１
人
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
東
市
の
合
併
時
に
担
当
す
る
地

区
の
割
り
当
て
を
変
更
し
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
以
降
は
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

大
変
多
忙
な
民
生
委
員
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
に
対
し
、
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員

　
「
市
役
所
を
強
力
な
政
策
集
団
に
変
え

る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
４
年
間
の
手
応

え
は
。
ま
た
政
策
集
団
の
た
め
に
足
り
な

い
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
何
か
。

市
長

　

４
年
前
に
市
長
就
任
し
た
と
き
か
ら
、

政
策
集
団
に
変
え
な
け
れ
ば
市
が
や
っ
て

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

こ
の
４
年
間
で
大
き
な
手
応
え
は
感
じ
て

い
ま
す
。
業
務
改
善
運
動
や
職
員
提
案
制

度
、
そ
の
他
の
事
業
計
画
も
外
部
委
託
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
、
職
員
の
手
で

作
り
上
げ
て
い
る
の
も
非
常
に
大
き
な
成

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
さ
ら
に
積
極
的
に
地
域
の
行
事

に
参
加
し
地
元
の
人
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
員

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
管
理
に
つ
い
て

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
対
策
で
は
不
十
分
で

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
っ
と
危
機

感
が
必
要
で
は
。

学
校
教
育
課
長

　

市
教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も

た
ち
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い

て
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
児
童

生
徒
を
対
象
と
し
て
、
専
門
家
や
県
教
委

の
担
当
を
招
い
て
の
講
演
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

際
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
講
演
会
、
ま

た
教
職
員
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
を
保
護
者
が

１
０
０
％
管
理
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ

る
た
め
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
教
育
現
場
の
重
要
な
課

題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

三
河
市
長
４
年
間
の
実
績
は

小
中
学
生
の

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
の
管
理

小中学生のインターネット端末機器利用方法は重要な課題
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国東市再任用職員を
　　　いかに活用して行くのか
― 退職した職員の知識と技術の有効活用を図る ―

元永　安行 議員（新世会）一 /般 /質 /問

議
員

　

職
員
を
再
任
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯
並

び
に
採
用
人
数
は
。

総
務
課
長

　

経
緯
と
し
て
は
、
退
職
し
た
職
員
の
知

識
と
技
術
が
必
要
な
状
況
が
生
ま
れ
て
き

た
こ
と
で
す
。

　

募
集
人
員
は
、
今
年
度
10
人
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

議
員

　

今
後
、
再
任
用
制
度
を
活
用
し
て
い
く

と
す
れ
ば
、
若
者
の
新
規
採
用
者
に
影
響

す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

総
務
課
長

　

行
政
の
継
続
性
並
び
に
職
員
の
均
衡
あ

る
年
齢
構
成
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

も
、
計
画
的
に
新
規
職
員
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

　

浄
化
槽
の
利
用
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長

　

平
成
26
年
度
で
43
基
設
置
し
、
29
基
が

接
続
済
み
で
、
残
り
14
基
は
未
接
続
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

　

し
尿
処
理
場
で
の
処
理
を
下
水
処
理
場

で
処
理
で
き
る
よ
う
、
行
っ
て
は
ど
う

か
。

上
下
水
道
課
長

　

し
尿
を
含
め
た
下
水
処
理
に
係
る
経
費

の
削
減
と
接
続
可
能
で
有
効
な
汚
水
処
理

の
実
現
の
た
め
、
経
済
性
や
費
用
対
効
果

を
含
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

　

少
人
数
小
学
校
の
今
後
の
方
向
性
は
、

何
を
基
準
に
し
て
取
り
組
む
の
か
。

学
校
教
育
課
長

　

学
校
の
小
規
模
化
が
進
む
こ
と
で
生
じ

得
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育
内
容
や

指
導
方
法
の
改
善
方
向
性
も
十
分
勘
案
し

つ
つ
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
な
ど
、
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
の
視
点
を
踏
ま
え
た
丁
寧

な
説
明
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

今
後
の
説
明
会
の
中
で
、
教
育
特
区
や

小
中
一
貫
教
育
な
ど
の
幅
広
い
説
明
を
し

て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長

　

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め

に
、
小
中
一
貫
教
育
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

検
討
し
た
上
で
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に

ご
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

浄
化
槽
設
置
事
業
特
別
会
計

少
人
数
小
学
校
の
教
育
対
策

武蔵東部浄化センター
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本
委
員
会
は
付
託
さ
れ

た
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
ほ
か
５
件
に
つ

い
て
議
案
審
査
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
地
域
創

生
繰
り
越
し
事
業
と
し
て
、

消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
、
が
ん
ば
れ
子

育
て
住
宅
新
築
・
購
入
補

助
金
事
業
な
ど
18
事
業
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
重

要
な
柱
に
「
国
東
市
ひ
と
・

ま
ち
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
策
定
事
業
」
が
有
識

者
を
集
め
た
懇
話
会
と
、

各
種
団
体
代
表
者
な
ど
に

よ
る
市
民
委
員
会
で
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
中
に

計
画
づ
く
り
が
策
定
さ
れ

ま
す
。
今
後
、
こ
の
事
業

が
着
実
に
実
行
さ
れ
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　
「
総
務
課
、
秘
書
課
」
を

「
総
務
課
」
に
、「
市
民
健

康
課
」
を
「
市
民
健
康
課
、

医
療
保
健
課
」
に
、「
産
業

創
出
課
」を「
活
力
創
生
課
」

に
改
め
る
こ
と
に
な
り
、

地
域
創
生
事
業
の
総
括
は

「
活
力
創
生
課
」
が
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の

向
上
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
中
に
出
さ

れ
た
国
の
人
事
院
勧
告
、

大
分
県
人
事
院
勧
告
に
鑑

み
、
職
員
の
給
料
な
ど
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ

た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
ほ
か
19
件
に
つ
い
て

議
案
審
査
し
ま
し
た
。

　

青
年
座
に
よ
る
市
民
参
加

型
の
演
劇
事
業
を
行
い
ま

す
。
出
演
者
は
市
民
よ
り
募

集
し
入
場
無
料
、
ま
た
子
ど

も
た
ち
を
招
待
し
た
い
と
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
、
こ
の
事
業

を
単
年
度
で
終
わ
ら
せ
る
の

で
は
な
く
継
続
し
て
い
か
な

い
と
地
域
に
根
ざ
し
た
演
劇

事
業
に
な
ら
な
い
し
、
ア
ス

ト
の
稼
働
率
の
こ
と
も
あ
る

の
で
見
通
し
を
持
っ
た
事
業

を
す
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し

た
。

　

国
東
市
は
小
学
校
区
す
べ

て
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

設
置
さ
れ
て
お
り
県
の
設
置

率
を
上
回
っ
て
お
り
、
利
用

率
も
高
い
と
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

審
査
の
中
で
社
会
教
育
課

が
実
施
し
て
い
る
協
育
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
「
学
び
の
教

室
」
と
小
学
校
の
教
諭
と
連

携
を
取
っ
て
事
業
を
進
め
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
に

応
じ
て
の
助
成
金
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
自
体
が
役
員

を
す
る
人
が
い
な
く
な
り
解

散
し
て
い
く
の
が
現
状
、
市

役
所
の
中
の
関
係
す
る
部
署

で
会
議
を
ま
と
め
る
な
ど
し

て
役
員
に
負
担
を
か
け
な
い

よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

文教
厚生

（地方創生）青年座と協定
 地方に根差した演劇事業
（地方創生）青年座と協定
 地方に根差した演劇事業
（地方創生）青年座と協定
 地方に根差した演劇事業

総務国東市ひと・まち・しごと
創生総合戦略策定事業開始
国東市ひと・まち・しごと
創生総合戦略策定事業開始
国東市ひと・まち・しごと
創生総合戦略策定事業開始

鳥
獣
捕
獲
報
償
費　
増
額

国
東
市
ひ
と
・
ま
ち
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

策
定
事
業

国
東
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

国
東
市
行
政
組
織
条
例

等
の
一
部
改
正

国
東
市
ゆ
か
り
の
偉
人

を
題
材
と
し
た
演
劇

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等

社
会
活
動
事
業

国東市議会だより 38号 18
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アストホールの稼働率をいかに上げるかが課題
（写真は最終公演を迎えたくにさき演劇祭）

新設された医療保健課

老朽化が著しい市営住宅

　

昨
年
12
月
に
病

院
機
能
評
価
を
受

診
し
た
結
果
、
準

備
し
て
き
た
甲
斐

が
あ
り
１
回
で
合
格
し
ま
し

た
。
機
能
評
価
を
と
っ
た
の

が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
も
っ

と
上
の
レ
ベ
ル
に
行
け
る
よ

う
に
今
後
は
Ｂ
評
価
の
項
目

を
Ａ
評
価
に
し
て
い
き
た
い

と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
か
ら

は
、
新
た
に
再
任

用
制
度
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
な

り
、
10
人
が
再
任

用
さ
れ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
路
線
バ
ス

利
用
促
進
事
業
の
一
層
の

Ｐ
Ｒ
を
求
め
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ

捕
獲
報
償
費

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
ほ
か
13
件
を
３

月
20
日
に
議
案
審
査
し
ま

し
た
。

　

今
ま
で
は
県
と
市
で
報

償
費
を
払
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
８
月
か
ら
国
の

基
金
事
業
で
捕
獲
報
償
費

が
増
額
に
な
り
、
シ
カ
の

捕
獲
報
償
金
は
猟
期
間
に

関
係
な
く
通
年
１
万
円
、

ア
ナ
グ
マ
に
つ
い
て
は
４

千
円
に
増
額
に
な
り
ま
し

た
。

　

旧
町
別
の
捕
獲
数
や
処

分
方
法
の
説
明
が
あ
り
、

な
か
で
も
特
に
シ
カ
の
数

が
増
え
た
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
民
間
へ

の
譲
渡
予
定
の
た
め
、
今

ま
で
の
海
上
と
陸
上
の
利

用
料
を
海
上
の
み
の
利
用

料
に
変
更
と
し
ま
し
た
。

　

民
間
へ
の
譲
渡
へ
の
質

疑
が
出
さ
れ
、
経
過
と
今

後
の
対
応
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

福
岡
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
店
舗
を
平
成
27
年

１
月
１
日
か
ら
借
り
上
げ

を
行
っ
て
お
り
、
３
月
末

ま
で
は
国
東
市
単
独
の
借

り
上
げ
に
な
り
ま
す
。
改

装
工
事
は
ま
だ
行
っ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

研
修
所
跡
地
に
３
社
の

進
出
が
決
ま
っ
た
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
貸
出

期
間
は
最
低
で
も
20
年
間

の
予
定
で
、
将
来
的
に
は

進
出
企
業
に
購
入
し
て
も

ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

老
朽
化
住
宅
の
入
居
者

に
は
住
み
替
え
の
お
願
い

を
し
て
い
ま
す
が
家
賃
が

高
く
な
る
、
高
齢
な
ど
の

理
由
で
応
じ
て
も
ら
え
な

い
の
が
現
状
で
す
。
築
60

年
を
超
え
る
住
宅
も
あ
り

ま
す
が
、
大
規
模
な
改
修

は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、

床
が
落
ち
る
、
雨
漏
り
が

す
る
な
ど
の
、
生
活
に
密

着
し
て
い
る
部
分
は
修
繕

を
し
て
い
ま
す
。

　

市
営
住
宅
で
約
１
０
０

万
円
の
滞
納
が
あ
り
、
そ

れ
に
対
す
る
明
け
渡
し
と

支
払
の
訴
訟
に
つ
い
て
議

会
最
終
日
に
追
加
提
案
す

る
予
定
で
あ
る
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

（地方創生）青年座と協定
 地方に根差した演劇事業

産業
建設

国東市ひと・まち・しごと
創生総合戦略策定事業開始

鳥
獣
捕
獲
報
償
費　
増
額

鳥
獣
捕
獲
報
償
費　
増
額

鳥
獣
捕
獲
報
償
費　
増
額

市
民
病
院
の

報
告
事
項

マ
リ
ン
ピ
ア
む
さ
し

条
例
の
一
部
改
正

常
緑
果
樹
農
業
研
修

所
跡
地
の
企
業
進
出

国
東
市
営
住
宅
条
例
・

国
東
市
公
共
賃
貸
住

宅
条
例
の
一
部
改
正

広
域
連
携

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
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専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて）
債権放棄の報告について
国東市新型インフルエンザ等行動計画の策定について
専決処分の報告について（訴えの提起について）
平成26年度国東市一般会計補正予算(第6号）
平成26年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第3号）
平成26年度国東市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）
平成26年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（介護サービス事業勘定第3号）
平成26年度国東市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第3号）
平成26年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）
平成26年度国東市公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）
平成26年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）
平成26年度国東市民病院事業特別会計補正予算（第2号）
平成27年度国東市一般会計予算
平成27年度国東市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
平成27年度国東市立自動車学校特別会計予算
平成27年度国東市国民健康保険事業特別会計予算
平成27年度国東市介護保険事業特別会計予算
平成27年度国東市後期高齢者医療事業特別会計予算
平成27年度国東市簡易水道事業特別会計予算
平成27年度国東市公共下水道事業特別会計予算
平成27年度国東市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算
平成27年度国東市農業集落排水事業特別会計予算
平成27年度国東市浄化槽設置事業特別会計予算
平成27年度国東市工業用水道事業特別会計予算
平成27年度国東市民病院事業特別会計予算
国東市公営企業資金運用基金条例の制定について
国東市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の制定について
国東市指定介護予防支援の事業に係る申請者の要件並びに人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について
国東市地域包括支援センターの職員に係る基準及び当該職員の員数等を定める条例に制定について
国東市放置自動車の発生の防止及び適正な処理に関する条例の制定について
国東市行政組織条例等の一部改正について
国東市行政手続条例の一部改正について
国東市職員定数条例の一部改正について
国東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
国東市職員の給与に関する条例の一部改正について
国東市立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について
国東市介護者手当支給条例の一部改正について
国東市介護保険条例の一部改正について
国東市マリンピアむさし条例の一部改正について
国東市道路占用料徴収条例の一部改正について
国東市営住宅条例の一部改正について
国東市公共賃貸住宅条例の一部改正について
国東市附属機関設置条例の一部改正について
国東市企業立地促進条例の一部改正について
国東市保育の実施に関する条例の廃止について
指定管理者の指定について（２件）
事務の委託の協議について
市道の路線廃止について
市道の路線認定について
国東市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定等の変更について
平成26年度国東市一般会計補正予算(第7号）
国東市職員等の旅費に関する条例の一部改正について
国東市特別職等の職員の給与の特例に関する条例の一部改正について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・報告
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・報告

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・報告
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・報告

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決
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国東市議会委員会条例の一部改正について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

議案等議決結果一覧
平成27年第１回定例会（平成27年３月11日～３月27日）

※以上、全て全会一致で、可決しました。

【市長提出議案】

【議員発議】
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　国東市議会は２月23日から３月５日にかけて、「市民との意見交換会」を開催しまし
た。市内16地区のうち、昨年11月に開催した「議会報告会」と併せて実施した４地区
を除く12地区で実施したもので、テーマを決めての意見交換会は初めての開催です。
　今回の意見交換会のテーマは「人口減少問題」で、「地域の抱えている現状や課題」、「市
民の皆さんが考える人口減少に対する施策」、「地域にある宝物・財産は何か」という柱
のもと、市民の皆さんの生の声を拝聴する場として、市内を細かく分けて開催しました。
　合計261人の市民の皆さんの参加を得ることができ、地域の過疎化が進む中で、地域
を何とかしなければならないという皆
さんの思いを拝聴し、人口減少対策に
ついて貴重な意見をいただきました。
　意見交換会で出された意見は４月20
日の区長文書で市民の皆さんに回覧し
ました。今後の取り組みについては、
現在、議会活性化特別委員会（野田忠
治委員長）で協議をしています。
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人口減少問題に関する

261人
に意見交換会
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委
員
会

堤　

康
二
郎
議
員

人口減少対策について意見を出し合う参加者
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市議会の役割は？

？

？

意外と知られていない議会？
「議会のことをあまり知らない」「議会って何をしているのか
わからない」という声をときどきお聞きします。そこで、議
会の内容を市民の皆さまにお知らせいたします。

　地方自治体では、首長（市長）と市議会議員は、ともに直接選挙で選ぶ制度をとっています。

それを二元代表制といいます。市議会は、市民に代わってその声を市政に反映し、市の意思を

決定し、市政をチェックします。また、重要な案件があれば、条例などの制定も行います。（議

事機関）。市長は、予算や条例など議会の承認（議決）を受けて、福祉・教育やまちづくりの

ための市の仕事などを行っています。

市議会議員って何をしているの？

？

　議員は議会の会議に出席し、議案が市民の福利の向上に役立つか、市民目線で審議決定して

います。また、会議に出席する前提として政策研究、立案のための活動も行っています。市政

や会議の様子を住民にお知らせしたり、市民の要望を聞いたり、各種の相談に応じる活動も大

切な仕事にしています。

国東市議会の仕組みは？

　議員の中から議長、副議長が選出されます。議員は３つの常任委員会（総務、文教厚生、産

業建設）のいずれかに属します。議会は年４回定例会（３月、６月、９月、１２月）のほか、

臨時会が開かれます。

　定例会では、市政全般を審議する一般質問が行われ、市の提出した議案、条例案、議員提出

議案、市民から出された請願・陳情は、本会議（総括質疑）、各常任委員会に付託された議案

審議を経て、本会議で議決します。

　また、市議会の活動の様子をお知らせする「議会だより」を年４回発行しています。議員全

員出席による「議会報告会」を各地域で実施しています。

Q A

Q１

Q3

Q2

Q&Auestion nswer
議会

特 集
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地域のみんなの意見はどう反映しているの？

　議会報告会や意見交換会などで出された意見や各研修会議などで出された意見などはその

時々を通じて関係部署に問い合わせたり、一般質問したり、出された議案についての質疑など

で確認し、議員間で審議して決定し、お知らせしていきます。

？

？

議会を傍聴するには？

＜市民と行政・議会との関わり＞

市　民

市　長 市議会議決・調査・提言
議案の提出

行政サービス

市民との対話・協働

市政報告
市民参加

選　挙

要望・陳情

選　挙

請願・陳情

？

　本会議や常任委員会など一般に公開され、どなたでも傍聴できます。本会議の傍聴は特別な

手続きはいりません。議場入口で住所・氏名を記入してください。常任委員会の傍聴は、議会

事務局に申し出てください。市政や議会を身近に知っていただくために、ぜひ傍聴にお出かけ

ください。また、本会議の一般質問や議案質疑などは国東市ケーブルテレビで放送をしています。

請願や陳情するにはどうしたらいいの？

　市政で実現してもらいたいこと、国や県への要望を意見書として出してもらいたいことなど

を請願・陳情として提出することは誰にでもできます。請願には、紹介議員が 1 人以上必要で

すが、陳情はいりません。

　請願・陳情には、請願の趣旨、提出年月日、請願者の住所・氏名を記載し、請願者が署名・

押印してください。詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

議事機関執行機関

Q4

Q6

Q5
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次回、６月定例会の開会予定は

議会を
傍聴しませんか

☎0978-72-5196（直通）

６月８日㈪です
傍聴を希望される方は、議会事務局まで
ご連絡ください。また、当日の受付も
行っています。

29日
30日

議会活性化特別委員会
庁舎建設調査特別委員会

１月

2日
13日

17日

広報特別委員会
議会活性化特別委員会
広報特別委員会
広報特別委員会

４月

5日
13日
16日
18日
19日
23日
24日
25日

26日
27日

全国市議会議長会評議員会（東京都）
全国過疎自立促進連盟理事会（東京都）
宮崎県えびの市議会会派行政視察来庁
大分県市議会議長会理事会（杵築市）
茨城県ひたちなか市議会会派行政視察来庁
意見交換会（国東町豊崎地区）
意見交換会（国東町上国崎地区・国東地区）
意見交換会
（国東町旭日地区・武蔵町武蔵東地区・安岐町朝来地区）
意見交換会（国東町来浦地区）
意見交換会（安岐町安岐地区）

２月

2日
4日

5日
11～27日

11日

12日
13日
17日
19日

20日
23日
27日

意見交換会（国見町熊毛地区・安岐町西武蔵地区）　
議会運営委員会
意見交換会（安岐町西安岐地区）
意見交換会（国見町竹田津地区）
第１回定例会
議会運営委員会
会派代表者会議
広報特別委員会
全員協議会
議会活性化特別委員会
庁舎建設調査特別委員会
総務委員会
文教厚生委員会
産業建設委員会
予算特別委員会
議会運営委員会
議会活性化特別委員会
広報特別委員会

３月


